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2026 年 3 月 25 日（水）

会 長     吉 田 和 義
幹 事     倉 島 和 広
会報・IT 活用委員会委員長	 阪 中 昌 司
	 副委員長	 大 岩 も え

RI 会長		 フランチェスコ・アレッツォ
ガバナー	 時 田 清 次
ガバナー補佐	 渡 邉 愼 司

於 株式会社鹿島商店あじさい会館

■司会進行	 S.A.A. 大里光夫委員長

◆点鐘	 吉田和義会長

◆ R ソング斉唱	 「手に手つないで」

出席
会員 44名　出席 31名　欠席 13名
出席率	 	 75.60% (31/41)
修正前出席率	 63.41%
修正後出席率	 80.48%

欠席者【敬称略】
石井・金見・小林（裕）・嶋津・四宮・鈴木（秀）・鶴岡・濱
田・林田・江﨑

メイクアップ【敬称略】
3/13	 2790 地区ロータリー財団総括委員会
堀内

3/14	 千葉西ロータリークラブ創立 50周年式典・祝賀会

堀内
3/12	 木更津 RC
倉島・大里

3/21	 会長エレクト ラーニングセミナー
石田

3/17	 第 3回 吉田会長杯ゴルフコンペ
鈴木（秀）・内田（愼）・外崎・藤田・渡邉（愼）・鶴岡・小島・
近藤・宮寺・石田・佐藤

移動例会



◆四つのテスト	 大里光夫会員

◆会長挨拶並びにゲスト紹介	 吉田和義会長
株式会社鹿島商店　代表取締役　渡部正和様

皆さま、本日は3月第3例会にご出席いただき、誠にありがと
うございます。

まずは本日のゲストをご紹介いたします。職場見学を快く
お引き受けくださいました、株式会社鹿島商店 代表取締役の
渡部正和様でございます。令和元年には、富来田公民館主催
「高齢社会を考える」というテーマで3回の勉強会が開催さ
れ、第1回目は宗教者の視点として木更津RCの藤平さん、第2
回目は紛争予防の視点から遺言について私が担当し、第3回
目は葬儀社の視点として渡部様が講師を務められました。渡
部様のお話を伺うのはその時以来であり、本日の卓話も大変
楽しみにしております。どうぞよろしくお願いいたします。

次に報告事項でございます。前回3月11日の例会から本日ま
での間、特にご報告すべき事項はございません。

会員の動きといたしましては、千葉銀行木更津東支店のス
タッフが詐欺被害を未然に防いだとして木更津警察署より感
謝状を贈られ、その様子が安川会員とともに本日付の新千葉
新聞に掲載されておりました。記事につきましては、次回例会
場にて皆さまのお手元に配布いたします。

本日は通常の例会場を離れ、このように職場見学という貴
重な機会をいただき、皆さまと共に学びの時間を持てますこ
とを大変うれしく思っております。

例会の形を変えて実施できるのも、会員の皆さまの柔軟な
ご理解とご協力のおかげでございます。特にクラブ会員であ
る渡部様には、クラブ総会の会場としても場所をご提供いた

だき、改めて感謝申し上げます。
年度も残りわずかとなりましたが、引き続き木更津東ロー

タリークラブらしい、温かく前向きな活動を皆さまと共に進
めてまいりたいと存じます。それでは、渡部様の卓話を楽しみ
にしつつ、本日の職場見学例会が有意義な時間となりますよ
う、どうぞよろしくお願いいたします。

■例会アワー	 職業奉仕委員会　青木和義委員長

卓話:「老舗葬儀店の経営に学ぶ」
株式会社鹿島商店　代表取締役　渡部正和様



皆様、こんにちは。本日はお声がけいただいて有難うござ
います。私は鹿島商店　代表取締役の渡部正和と申します。
ご参会いただいているほとんどの方が存じあげている方で大
変恐縮ですが、本日は私なりに少しお話をさせていただきま
すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

さて、私共、鹿島商店ですが、もともとは乾物屋でござい
ました。木更津の西口、富士見というところ（南町といいま
すが）で江戸時代に創業したそうでございます。やはり木更
津市中央（町名でいうと本町）の紅雲堂書店、その当時は本
屋ではなかったように聞いておりますが、どうもそこからの
れん分けをさせていただいて商売を始めさせていただいたよ
うです。

その後、乾物屋から商売替えとして昭和 30 年代中頃より、
私の祖父が同じく南町にて葬儀業を始めたようでございま
す。まだこのころの葬儀は家族・親族・町内会が取り仕切る
時代であり、葬儀に必要な、棺や、骨壺、花環や造花などを
取り扱って商いをしていました。

昭和 50 年頃より現在の木更津市請西へ拠点をうつし現在
に至ります。

こちらに全日本葬祭業協同組合連合会とあります。こちら
は経済産業省に認可を受けた全国で最も大きい組合に当社は
加盟しております。近隣かずさ 4 市でも加盟しているのは

当社だけとなっております。様々な行政指導はもとより、右
側にもあるように葬祭サービスガイドライン遵守店として営
業をさせていただいております。

さて、今皆さんがいらっしゃるこの家族葬ホールあじさい
会館ですが、時代のニーズに対応するために昨年 9 月にオー
プンいたしました。お客様によっては多少小さいサイズとな
るかと思いますが、通常は 24 名収容の家族葬ホールとして、
すでに多くの皆様にご利用をいただいております。

向かいには既存のホール、芙蓉会館と鹿島会館も隣接して
おります。鹿島会館に至ってはリニューアルをしまして、あ
じさい会館では狭いかなというお客様に変わらず使っていた
いております。

2019 年からコロナウィルスが蔓延し、葬儀においても様々
な影響を及ぼしました。初期にはたとえ亡くなった方の実の
子供さんであっても、遠方から県を越えてくるのが難しく、
家族であってもお別れに来ることができないような悲しい
ケースも多くみられました。少しずつ少しずつ感染予防など
の配慮をしながら、緩和されていったように思います。

さて表題に戻ります。これによってコロナ終息直後は以前
より兆候が見られた葬儀の縮小化、また葬儀の個人化がかな
りすすんだように見受けられました。

そしてその下、家族葬や密葬のみで行う、従来の密葬のよ



うな形や、お知らせをしない葬儀、また家族葬として執り行
うけれども、お知らせする親族については限定し、一般の方
にはお知らせはしないケースが多くみられました。

さらに 3 段目、ここは現在の状況ですが、家族葬でやりた
いという方、もしくは一般葬、これは従来の通りの葬儀のや
り方でやりたいという方に落ち着いてきました。

ここでいう家族葬は一般の方にもお知らせはするが、家族
中心でやりたいという意味での家族葬です。そもそも家族葬
という言葉の定義があいまいですので、イメージとしてはや
んわりと家族中心で葬儀をする、一般の方のおまいりや参列
もお断りまではしない、という考え方です。

一般葬というのは、木更津も狭いところですので、亡くなっ
た方の知人や友人にもお別れをしてほしいというご家族も多
くいらっしゃいますのでここでは一般葬としています。

社葬については、会社の代表や役職者においては、広く告
知したうえで、今後の法人としてのことも踏まえて社葬をお
こなう方も当然いらっしゃいます。

まとめると、表記のとおり現在はもとの通りの葬儀のやり
方に戻していく傾向もみられるということでございます。

こちらは参考までにということでご覧ください。

上の 3 つについては仏式であればお寺さまに通夜や葬儀な
どの儀式を行うということですが、一番下の火葬式というの
は、宗教者もお呼びせずに、火葬だけをする形式のことです。
身寄りがないかたや、最低限必要なこ火葬のみをして差し上
げるということになります。

次に家族葬についてですが、この家族葬という言葉じたい
が大変定義があいまいです。

家族だけでする家族葬もあれば、一般の方まで来られる
ケースもあります。なかには家族葬だけれども 100 名近く
会葬者が見えられた場合もあります。

皆様方はそれぞれ事業所をお持ちの方が多く、関係先もお
おくあるかと思いますので注意として赤字で表記してありま
すが、ポイントして、家族葬として訃報を受けた場合、弔問
にいってよいものかどうか、お困りなるケースがあるかと思
いますが、一番間違いが無いのは、会場となる葬儀社に直
接確認していただくのがまず間違いが無いものと思います。
困ったときはお電話で確認をしてみてください。



それぞれの形式については後でよく見ていただければと思
いますのでこちらでは割愛をさせていただきます。

葬儀社の社会的な役割についてとあります。

本来、葬儀は家族親族と町内会隣組などの地域社会で行う
ものでした。時代が明治、大正、昭和と移るにつれて私ども
のような葬儀屋が生まれ、その代わりの役割を果たすように
なってきましたが、今でも私共の役割は家族親族でおこなう
葬儀や家族とお寺様方のような宗教者で行う葬儀のあくまで
のサポートであるかと思います。

現代の葬儀社には、宗教儀礼やまた地域の習俗や慣例、地

域社会などとの社会的なアドバイスを通じてしっかりとサ
ポートする役割や責任があると考えております。地域の老舗
葬儀社として、職業奉仕といえるのかわかりませんが、しっ
かりと役目を務め、この地域で私共に依頼してくださる方々
の最後のお別れについて奉仕させていただければと思ってお
ります。

先ほどの全葬連という組合から大きな災害が起こった時に
は、要請が入り、災害支援活動として各災害地へいくことが
あります。

1985 年の日航機墜落事故では、現地へ赴き、亡くなっ
た方をひたすら搬送するという活動をいたしました。また
2011 年の東日本大震災では、私も被災地の一つ、岩手県へ
いかせていただきました。

千葉県では組合加盟社 5 社 5 名にて 3 月 21 日に千葉県を
出発し、岩手県山田町へ行き、現地の遺体安置所にて 1 週
間ほど支援活動をいたしました。



この写真の左側は紙にマジックで遺体安置所入口と書いて
ありますね。右側は実際の亡くなった方々です。物資がない
んですね。亡くなった方を納める袋を納体袋といいますが、
それももちろんない、棺もない、もちろん身元不明のかたで
す。壮絶な現場でした。ここで私たちは、どんどん運ばれて
くる身元不明の方々の受け入れのお手伝いや、日々亡くなっ
てどこにいるかわからない家族を探しに来る方々の対面のお
手伝い、それから身元が判明して火葬場にお連れする搬送車
へ乗せるお手伝いなど、毎日させていただきました。このこ
ろはまだ霊柩車もあまりなく、トラックの荷台へ乗せて火葬
場まで搬送するような現状でした。

これは身元が判明した方々の棺の中に旅支度、白装束を
かけてあげています。人口 2 万人ほどの小さな町でしたが、
こちらの安置所だけでも常時 50 名くらいの方を預かってい
ました。3 月末で我々は千葉へ戻ることとなりましたが、本
当に微々たるお手伝いで非常に申し訳なかったように記憶し
ています。

これよりは現在の活動についてとなります。

東日本大震災の教訓から、私どもの業界だけでなく、行政
や民間団体が主導したこちらの表題、多数遺体取扱訓練　と
いうものが各地で行われるようになりました。

これは遺体安置所を作成し、運営する訓練です。

今現在は、おもに 2 つの訓練に参加しております。

一つは千葉県主導の九都県市防災訓練、もう一つは成田空
港防災訓練です。

九都県市合同防災訓練。こちらについては毎年行われてい
まして、本年度は 12 月に館山市で開催されました。



千葉県の組合加盟社数名で参加するのですが、私たちの役
割は棺をお持ちして、組み立てから、亡くなった方のおさめ
方、ドライアイスの当て方など、もし、現地の自治体職員さ
んなど未経験者であってもできるような訓練の指導やマニュ
アル作りのサポートなどを行います。開催地が毎年変わりま
すが、開催地の自治体には貴重な経験となり、また今後に備
える機会となっているようです。木更津でもぜひ開催してい
ただければと思っていますが、まだのようですね。

こちらは成田空港での様子です。本当に万が一のことです
が、空港での事故を想定した訓練です。我々の役割は同じで
すが、各航空会社職員が出そろい、毎年、真剣に行われてい
ます。

このような防災訓練においては、当然生存者や負傷者の為
の訓練が主であるべきですが、少しでも余力があるようでし
たら、注意を向けていただいて、ご理解をいただき、一度
やっていただければマニュアルなどは作成できると思います
ので、訓練の機会があるといいなと思います。

最後となりますが、葬儀とは家族や縁者の一度きりのお別
れの場であるとあります。

コロナを通じていち葬儀社として思うことは、ずいぶんと
お別れをすべき時にすべき方がお会いすることができずに悲
しい思いをされている現実を見てまいりました。必要な方に

はしっかりとお別れをするべきものが葬儀であり、御弔いで
あるかと思います。

私どもは地域の葬儀社として襟を正し、倫理観をしっかり
と持ちながら、なおかつ経験値を生かすことでこの地域にお
住いの方々や亡くなったご本人に少しでも貢献できればと考
えております。

お聞き苦しいところもあったかと思いますが、以上とさせ
ていただきます。

本日はありがとうございました。

時間があるようなので、付録について一言。

どういったビジネスにおいても共通かと思いますが、昨今、
テレビでの葬儀会社のコマーシャルであったり、インター
ネットでの広告を非常に目に致しますが、こちらは高額な仲
介手数料金が発生するようにお聞きしておりますので、ご注
意ください。



例会日 : 毎週水曜日 PM12:30 ～ 1:30 

例会場 : オークラアカデミアパークホテル TEL 0438-52-0111

事務局 : 木更津市朝日 1 丁目 2-29 シグママンション朝日 B 棟 105 号

TEL 0438-25-0716  FAX 0438-25-0718

木更津東ロータリークラブ事務局メールアドレス

eastkisarazu-rc@nifty.com

臨時総会

■議長	 𠮷田会長

◆定足数の確認	 倉島幹事

◆審議事項	 石田亨会長エレクト

第1号議案
例会場を木更津商工会館に変更する件
	 賛成 33（書面決議含む）
	 反対 6
	 白票 5（意思表示無し含む）

投票風景

◆点鐘	 吉田和義会長


